
高等学校に在籍されている方へ

紀宝町奨学生を再募集します

Information　町教育委員会

　広報きほう３月号で募集しました紀宝町奨学生
ですが、募集人員に余裕があるため再募集します。
　返還が不要な給付型の奨学金ですので、応募資
格に該当する方は、ぜひ申請してください。

【応募資格】
　本人または、生計を同一にする家族が紀宝町に
住所を有し、高等学校に在籍されている方

【支給額】
　１人につき年額 60,000 円以内
※給付型のため、返還の必要はありません。

【募集期間】
　８月１日（火）～ 31 日（木）午後５時必着

【募集人員】　
　高等学校に在籍されている方で、１年生２名以
内、３年生１名

【申請の手続き】
　町教育委員会に備え付けている奨学金支給申請
書に必要事項をご記入のうえ、その他必要書類と
合わせて提出してください。

【採択について】
　町教育委員会において選考を行い、結果を本人
に通知します。
▶詳しくは、町教育委員会教育課（☎３３－０３
４１）までお問い合わせください。

自分たちの手で式典を創りませんか

二十歳を祝う会実行委員を募集します

Information　町教育委員会

　町では、「令和６年二十歳を祝う会」を、対象
者と共に創りあげていく実行委員会形式による式
典にしたいと考えています。
　そこで、企画から運営まで、実行委員として協
力していただける方を募集します。
　自分たちの手で、一生に一度のイベントを盛り
上げてみませんか。みなさんの応募をお待ちして
おります。

【対象者】令和６年二十歳を祝う会参加予定者
（平成 15 年４月２日から平成 16 年４月１日生
まれの方）

【応募方法】７月 28 日（金）までに下記連絡先
へ電話またはメールでお申し込みください。
▶詳しくは、生涯学習センター「まなびの郷」（☎
３２－０２４１）、または　 study@town.kiho.
lg.jp までお問い合わせください。
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ｋ
о
ｒ
о
食
堂
」
を

経
営
し
て
い
ま
す
。
地
元
食
材
と
手
作
り
に
こ

だ
わ
っ
た
お
店
で
す
。
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募
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。
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に
１
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受
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い
ま
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。
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込
み

　

消
火
活
動
に
参
加
し
た
と
き
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輩
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、
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け
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勉
強
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し
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。
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れ
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も
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で
き
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だ
け
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し
て
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少
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も
役
に
立
て
る
よ
う
が
ん
ば
り
た
い
で
す
。
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広告掲載にご協力をお願いします

「暮らしの便利帳」を改訂します

Information　役場総務課ほか

町内事業者のみなさまに
連絡、訪問することがあ
りますので、ご理解およ
びご協力をお願いします。
▶詳しくは、暮らしの便利帳の内容に関すること
は、役場総務課（☎３３－０３３３）まで、有料
広告に関することは㈱サイネックス（☎０５９８
―２３―９２２０）までお問い合わせください。

　町は㈱サイネックスと協働し、行政情報や地
域情報を盛り込んだ暮らしに役立つ情報誌「暮
らしの便利帳」を改訂し、今年 10 月以降に全戸
配布する予定です。改訂にあたっては、町が行
政情報などの提供を、同社が企画編集や広告募
集活動などを担当し、発行に関わる経費は広告
収入で賄います。
　今後、同社の社員が有料広告の掲載依頼のため、
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６
月
６
日
に
、
熊
野
市
有
馬
町

の
防
災
公
園
練
習
場
で
、
県
消
防

協
会
紀
南
支
会
主
催
の
基
礎
訓
練

が
行
わ
れ
、
熊
野
市
、
御
浜
町
、

紀
宝
町
の
各
消
防
団
員
合
計
68
人

が
参
加
し
、
消
防
ホ
ー
ス
の
延
ば

し
方
や
収
納
方
法
、
礼
式
な
ど
の

訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

　

同
支
会
は
、
火
災
時
に
使
用
す

る
器
具
の
取
り
扱
い
技
術
の
向
上

や
、
部
隊
行
動
の
熟
練
な
ど
を
目

的
に
年
に
２
回
訓
練
を
行
っ
て
い

ま
す
。
こ
の
時
期
に
は
、
入
団
３

年
以
下
の
新
入
団
員
に
向
け
た
基

礎
的
な
訓
練
を
実
施
し
て
い
ま
す

が
、
コ
ロ
ナ
禍
で
中
止
し
た
年
が

あ
っ
た
た
め
、
昨
年
に
引
き
続
き

今
回
も
入
団
５
年
以
下
の
団
員
を

対
象
と
し
ま
し
た
。

　

開
講
式
で
橋は

し
も
と本

智と
も
ひ
で英

支
会
長

（
熊
野
市
消
防
団
長
）
は
「
災

害
に
備
え
る
べ
く
消
防
団
員
は

日
々
技
術
を
向
上
さ
せ
、
地
域

住
民
の
安
全
安
心
の
確
保
に
努

め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

期
待
と
責
任
の
重
さ
を
肝
に
銘

じ
、
本
日
の
訓
練
に
取
り
組
ん

で
い
た
だ
き
た
い
」
と
あ
い
さ

つ
し
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
熊
野
市
消
防
本
部
の

職
員
12
人
の
指
導
の
も
と
、
団
員

は
２
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
訓
練

を
開
始
し
ま
し
た
。

　

消
防
ホ
ー
ス
の
取
り
扱
い
訓

練
で
は
、
火
災
時
に
使
用
す
る

器
具
を
安
全
・
確
実
・
迅
速
に

取
り
扱
う
こ
と
を
目
的
と
し
、

ホ
ー
ス
の
持
ち
方
、
延
ば
し
方
、

巻
き
取
り
方
、
つ
な
ぎ
方
、
筒

先
の
結
合
方
法
な
ど
の
指
導
を

受
け
、
１
人
ず
つ
訓
練
を
重
ね

ま
し
た
。

　

そ
の
後
行
わ
れ
た
礼
式
訓
練
で

は
、
集
合
や
別
れ
、
回
れ
右
、
右

向
け
右
な
ど
の
動
き
を
繰
り
返
し

確
認
し
ま
し
た
。

　

団
員
た
ち
は
、
お
互
い
に
協
力

し
合
い
な
が
ら
訓
練
に
取
り
組

み
、
迅
速
な
対
応
が
で
き
る
よ

う
、
意
識
を
高
め
ま
し
た
。
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